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"
第
六
十
四
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
号
に
は
、
教
員
・
大
学
院
生
各
一
名
、

[
お
よ
び
前
年
度
の
卒
業
論
文
を
元
に
し
た
（
教
員
推
薦
）
諭
考
三
本
の
寄
稿

"
が
あ
り
ま
し
た
。
内
容
の
多
彩
さ
は
充
分
に
誇
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

＂
本
誌
は
熊
本
県
立
大
学
日
本
語
日
本
文
学
科
教
員
が
編
輯
し
、
同
大
日
本

＂
語
日
本
文
学
会
に
て
発
行
し
て
い
ま
す
。
熊
本
県
立
大
学
日
本
語
日
本
文
学

会
は
同
学
科
教
員
・
在
学
生
（
大
学
院
生
含
む
）
・
卒
業
生
の
有
志
を
会
員

＂
と
し
、
年
会
費
と
し
て
教
員
一
一
千
円
•
他
の
方
は
千
円
を
徴
収
し
ま
す
。
（
在

•
学
生
分
は
入
学
当
初
に
一
括
徴
収
）

"
寄
稿
は
会
費
を
納
入
し
て
い
る
同
会
会
員
に
限
り
ま
す
。
寄
稿
を
希
望
す

重
る
場
合
・
会
員
資
格
の
有
無
（
会
費
納
入
状
況
）
が
分
か
ら
な
い
場
合
等
は
、

＂
熊
本
県
立
大
学
日
本
語
日
本
文
学
科
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

本
号
よ
り
、
年
表
記
を
西
暦
に
改
め
ま
し
た
。
改
元
を
機
に
元
号
を
消
去

＂
す
る
と
い
う
の
も
妙
な
も
の
で
す
が
、
天
皇
代
替
り
に
よ
っ
て
杜
会
全
体
の

"
時
間
が
更
新
さ
れ
た
と
で
も
言
う
よ
う
な
、
メ
デ
ィ
ア
を
中
心
に
批
に
溢
れ

"
る
安
易
な
言
説
に
対
す
る
さ
さ
や
か
な
批
判
に
も
な
り
ま
し
ょ
う
か
。

~
ま
た
そ
れ
と
は
全
く
関
係
な
い
、
留
ま
ら
な
い
時
代
の
推
移
の
結
果
、
本

＂
号
分
よ
り
印
刷
経
費
が
騰
貴
し
ま
し
た
。
本
学
会
の
台
所
事
情
は
ま
す
ま
す

苦
し
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
会
員
諸
氏
の
御
協
力
を
何
卒
宜
し
く
お
願
い

＂
申
し
上
げ
ま
す
。
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